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１．はじめに 

(1) 研究の背景・目的 

現在、良質な住環境の創造において、水環境が重要視さ

れている。国土庁では水環境保全の重要性について広く国

民に宣伝し、水を活かした地域づくりを促進するために「水

の郷百選」を認定している。しかし、水環境が都市のイメ

ージにどのような影響を与えているのかは不明である。 
本研究では、前橋市の利根川左岸地域の・住民意識を把

握し、個人属性・地区特性との関係において、水環境が都

市のイメージに与える影響を分析することが目的である。 
(2) 既存研究と本研究の位置づけ 

都市のイメージについては、70 年代以降いくつかの視点

で数多くの研究がなされている。それらは、市民・住民に

都市あるいは地区を評価してもらい、多変量解析等により

評価構造を明らかにしている研究が多い。地区特性に着目

して研究としては、斎藤ら 1)が、形容詞対による評価値と地

域特性との関連性を分析している。本研究で着目する水環

境との関係では、松浦ら 2)が市民への評価結果をもとに河川

環境のイメージについて分析している。以上のような研究

は調査票に予め設定された選択肢から得られるデータを使

用した分析である。一方、土木計画学分野、都市計画学分

野では、市民参加型計画において得られる意見の分類・分

析に自然言語処理技術を用いる研究が出てきているが 3)4)、

処理結果の分析法等が確立されておらず、萌芽的である。 
本研究は、既存研究のように個人属性・地区特性と都市

のイメージの関係を分析するものであるが、分析対象とす

るデータは自由記入欄から得、水環境に着目した分析を行

う。特に、自由記入欄データを定量的に分析するために、

自然言語処理技術を活用し、都市のイメージの全体を把握

するともに、分析仮説を検証するためのツールとしてテキ

ストマイニングを用いることが特徴である。 
２．アンケート調査の実施 

(1) 調査対象地域 

対象地域は、群馬県前橋市の利根川左岸とした。前橋市

は、「水の郷百選」の一つに選ばれており、市も「水と緑と

詩のまち」を掲げている。対象地域は、大規模河川である

利根川、都市内河川である広瀬川、桃ノ木川、その他にも

用水路、親水公園が存在するため、水環境が都市のイメー

ジに与える影響を分析するために適していると考えた。 

(2) 調査方法 

調査方法は表-1 に示すとおりである。 
表-1 調査方法 

調査日 配布：2008年11月中旬~下旬 
回収：2008年12月14日（郵送期限） 

対象地域 群馬県前橋市利根川左岸 
人口約9.9万人、約4.2万世帯、面積約27.6km2） 

対象者 対象地域の4,000世帯（抽出率約9.5%）の構成員 
調査方法 配布：調査員による戸別配布（ポスティング） 

回収：郵送回収 
調査内容 1)個人・世帯属性、住宅の形式 

2)生活の質評価（本研究では使用しない） 
3)自由記入「前橋の良い点、好きなところ、場所な

どを、短い言葉や文で、自由に書いてください。」

回収数 世帯：1,293世帯（32.3%） 
個人：2,118票回収（うち自由記欄に記入ある1,570

票を分析対象とする） 
 
３．分析方法 

(1)データベースの作成 

個人属性・世帯特性に関するデータはアンケート調査デ

ータを用いる。地区特性を表わすデータは、対象世帯の属

する町丁・大字別に、生活の質を分析した既存研究 5)を参考

に、都市施設や水辺へのアクセシビリティ、モビリティ、

土地利用を表わす指標を図上計測した。 
(2)自由記入欄データの分析方法 

本研究の目的を達成するためには、次の 2 つの課題があ

る。1 つめは、どのような回答や単語が出現するか明らかで

ない自由記入欄の記入内容を、何らかの方法で客観的・定

量的に解析できるよう加工する必要がある。2 つめは、その

データを分析仮説に基づき解析する手法が必要となる。自

然言語処理分野では、いくつかの解析手法やそのためのソ

フトが開発されている。本研究では、上記の課題に対応で

きるKH Cooder6)を活用することとした。 
KH Cooder は、テキストマイニングのためのフリーソフ

トウェア 7)である。KH Coode は、2 段階でのデータ処理を

行う。第 1 段階で、分析者の持つ理論や問題意識の影響を

極力受けない形で、データを要約・提示することができる。

本研究では、自由記入欄の回答から単語を抽出する。第 2
段階では、コーディング規則を作成することで、理論仮説

の検証や問題意識の追究を行う。本研究では、語と語のつ

ながりのパターンに着目した分析を行うこととする。 

キーワード イメージ、水環境、自然言語処理、テキストマイニング 
連絡先 〒371-8530 前橋市鳥羽町580 群馬工業高等専門学校環境都市工学科 TEL027-254-9179 E-mail：tmorita@cvl.gunma-ct.ac.jp
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４．都市のイメージ分析 

(1) 自由記入欄の単語の抽出 

自由記入欄から単語を抽出したところ、自然に関する単

語、水環境に関する単語（敷島公園，水，広瀬川，利根川

など）が上位に検出された（表-2）。 

表-2 単語の抽出（頻出 120 語） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)個人属性・地区特性との関係 

自由記入欄から抽出された単語のうち、「水」に関連する

単語の出現率を、個人属性別にみると表-3 のようになる。

河川、池、親水公園等の「水」関連単語の出現率は、年齢、

職業に影響を受けている。 

表-3 個人属性別の「水」関連単語の出現率 **1%有意 
属性 性別 年齢 職業 住宅形式 
出現率 男性 44.0％ 

女性 44.9％ 
年少 27.3％ 
生産 42.0％ 
老年 50.1％ 

有職 42.5％ 
学生 25.6％ 
主婦 49.3％ 
無職 47.6％ 

戸建 45.1％ 
集合 40.8％ 
社宅 38.1% 

χ2値 0.62 18.18** 17.48** 2.08 

地区特性のうちの河川へのアクセシビリティ別にみると

（図-1）、アクセシビリティが高いと「水」関連単語の出現

率が高くなるが、統計的な有意性は確認できなかった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 河川へ距離帯別の「水」関連単語の出現率 

(3)都市のイメージ分析 

分析には共起ネットワークを採用することにした。共起

ネットワークとは、つながりの強い語を結んで視覚的にわ

かりやすくしたものである。全サンプルについて表わした

ものが図-2 である。上毛三山－赤城山－利根川、広瀬川－

遊歩道等、桃ノ木川－桜並木－サイクリング等、水害－心

配等のグループが浮かび上がり、水環境が前橋のイメージ

を構成していることが明らかになった。個人属性別、地区

特性別にも異なることがわかった（発表会にて報告する）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 共起ネットワーク（全サンプル） 
５．まとめ 

市民の視点から前橋の都市のイメージを把握することが

でき、個人属性、地区特性により異なること、水環境がイ

メージの一定部分を構成していることが明らかになった。 
今後は、イメージ構造の階層性を分析したい。また、個

人属性により都市のイメージが異なるということは、少子

化・高齢化によりイメージが変化すること、地区特性によ

り異なるということは、土地利用・交通施策によりイメー

ジが変化することを示しているため、今後検証したい。 
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